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圖
「日本の広告美術」

明治 ・大正 ・昭和1

ポス ター

東 京 アー トデ ィ レクター ズ クラブ編

美術 出版社刊1967年4月30日 発 刊

本書は日本の広告美術 シリーズの新聞、雑誌、tス ターのうちの第1巻 ポス

ター部門である。

私が本書を大枚5800両 を投 じて手 に入れようと思ったのは、この種の本が今

までに無 く、また今後 も二度 と発刊 されぬと思 ったからであ り、またこの種の

本では一番良心的な編集であろ うと秘 かに期待 したからである。

本を手元にし通覧 したところ、明治初期の木版刷びらから昭和30年 代のボス

ターまで延465点 の作品が大体年代順 に並べ られ、印刷 も適当に多色刷 を配 し

原画の味 をよ く写 して居た。また小川正隆のポスター百年の覚書という小論は、

よく本書の掲載作品に忠実に日本のポスターの変遷 を追 って居たし、山名文夫

の概説、日本の広告美術はこの間あ広告美術界の動 きを具体的に、作家や グル

ープの活動 を中心に して説明 している。更 に巻末に年表や索 引を載せる等真面

目な編集である。

その意味から、私の初めの期待はほ ・"満足されたのである。併 しその反面ま

た大 いなる絶望感 におそわれたのである。すなわち、その本は私 に私の期待 だけ

を充た してくれ ただけで、それ以上の何者 も訴 えて くれなかったのだ。丁度、桜

の満開時に渡月橋 から嵐山を見 る心境 である。悪 く言 うと絵葉書的なのである。

何は ともか くその錦絵的な内容 を紹介 しよう。

明治初期の木版び らの文字 を主体 とした一見神社の護符の様な薬品広告び ら、
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寄 席やサ ー カスの錦絵 、三越 が一世 を風 靡 した とい う美人画 ポ スター・叙 清的

な夢二 のtス ター、 オ ッ ト・デュ ンケル のカ ル ピスのポス ター、寺 島貞志 のプ

ロ レタ リア美術 展 のtス ター 、河 野鷹思 の映画 ポス ター、奥 山儀 入郎のニ ッケ

のtス ター、 か ら戦 時中の早 川源 一、管井 汲 のポス ター、戦後 の亀倉雄策 ・早

川良雄 、伊藤 憲治 、 田中一 光、大橋正 、氏原 忠夫 、金野 弘、栗谷川健一 、 中村

真等 のtス ター等、懐 か しいポス ター、忘 れ て了った様 なポ スター・或 は こん

な立派 な作 品が あったの か と驚 く様 なポス ターの数 々が良 く収集 されて い る。

そ して それ等 は人 々が言 う如 く ミ時代 の証 人ミ と して生 きて来 た作品群 で あ

り、 それ等 を通 じて社会風俗 や 日常生活 の変遷 を知 り得 ると いうこ とで ミ貴重

な文化 的資料ミ で もあろ う。

更 にまた印刷 技術 、製 版技術 の技術 史 と して も貴重 な本 で ある。また内田巖 、

岡 田謙三 、岡田三郎助 、木村荘 八、小磯 良平、東郷 青児 、中村岳陵 、中村不折

藤 田嗣治 、宮本三 郎、村 山知義、横 山大観 、和 田三 造等の画家 のア ルバ イ トを

見 るの もまた一興 で あ り、更 に本学会 の重成基 、福永俊 吉 、早 川良雄 、中村真 、

金 野弘氏等 の活躍 を知 るの も頼 も しい。

これだ けの内容 を持 つ本 であ るのに何 が物足 りぬ と私 は言 うの か。

私 は思 う。歴 史 とい うものは歴史 的事 実が如何 に異 っ、て いよ うと、 それ等 の

事実 間に何 等 かの脈絡 が あ り、 またそれ らの歴史 的事実 が存 在 した必然性 が必

らず見 つ け られ るので あ る。 しか るに、本書 のポス ター群 を結 びつ け る歴史 的

脈 絡 は、社会 的風俗 とか印刷技術 とい った様 なもの で、デザ イ ン本来 の歴 史 的

脈絡 を見っ け る事が 出来 ないか らであ る。

これは何 も編 者 の責任 で はないだ ろ う。 日本 の グラフィ ックデザ イ ン自体 が

デザ イ ンの歴 史 を持 た なかったか らで あろ う。 イ ラス トレー シ ョンや レタース

タイルの様 式史 は確 か に見 られ るが、広 告美術 を広 告美術 た ら しめ る グラフィ

ックデザ イ ンの歴史 が無 い様 だ。 グラフ イックデザ イ ンの歴史 が無 い とい うこ

とは作 品が デザ イ ン的 に創 作 され.て居 ない とい う事 に なる。 こんな事 をい うと

本書 に出て来 る諸氏 に対 して非常 な暴 言 と云 われ るか も知れ ぬが、本書 に出て
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彩 諸先輩は・その様な状態の中でポスターを作 らされて来たのである・何 も

か も自分一人 で責 任 を負 わ されて ポス ター を作 って来 られたので あ る。 その こ

とに関 しては充分敬 意 を捧 げ るの に私 もやぶ さかでは ない。併 しグラフ ィ ック

デザ インの本当 の骨組 み と も云 えるデザ イ ン、即 ち視覚 的作業以 前の ク リエテ

ィブが殆 ん ど欠 けてい るの だ。 そ して その様 な状 態 のまま 明治 、大正 、晤和 と

来て了ったのだ。 と云 うのも、吾 々は本書が出るまでに、グラフィックデザィ

ンの仕事 を歴史的に反省する適 当な資料を持 ち合わさなかったからであろう。

私は本書がデザイン史の反省の資料となって将来のデザイン的創作活動 に寄

与するよう祈 るのである。 京阪電鉄株式会社 中 西 徹

洋 画 材 料
額 縁
製 図 器 具
図 案 材 料

大地 堂
京都市上京区河原町今出川東南角TEL.23-8008
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